
（10）経　済　局
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（一般会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 81

予算書Ｐ. 145

予算書Ｐ. 145

予算書Ｐ. 145

前年度予算額 9,885 

増減 200 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 産業人材育成事業 予算額 10,085 

76,995 

査定区分 A

10,085 

　地域経済を支える多様な産業人材の育成と活用を推進するため、市内小・中学
生を対象に、実践的なビジネス体験を通じて、起業家精神や職業観の醸成を図る
施策を実施します。また、市内工業高校生を対象に、市内企業へのインターン
シップ等を通じて、実践的な知識や技術の習得を目指し、一層の勤労観・職業観
の育成を図る施策を実施します。

市長 10,085 

査定区分 A

局/部/課 経済局/商工観光部/労働政策課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 5款 労働費/1項 労働諸費/1目 労働諸費 要求 10,085 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 80,424 

款/項/目 5款 労働費/1項 労働諸費/1目 労働諸費 要求 76,995 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 76,995 

　働く意欲を持つあらゆる世代の求職者を対象に、国と協働で運営する本市就労
支援施設「ワークステーションさいたま」を中心として、世代・状況に応じた各
種就労支援施策を実施します。
　また、支援にあたっては、市内中小企業等とのマッチング機会を設け、市内中
小企業等の人材確保に繋げます。

市長

増減 △ 3,429 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 雇用対策推進事業 予算額 76,995 

局/部/課 経済局/商工観光部/労働政策課 〔要求と査定経過〕

前年度予算額 135,541 

増減 △ 47,342 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 勤労者支援事業 予算額 88,199 

90,997 

査定区分 B

88,199 

　勤労者の福祉向上と安心して働ける労働環境の実現を図るため、労働に関する
法律や諸問題等について、正しい認識と理解を促進する講座を実施します。
　また、勤労者の生活の安定・質の向上を促進するため、住宅・教育に関し、必
要な資金の融資あっせんを行うほか、勤労者の福祉向上を図るために実施される
団体の事業に対し、補助を行います。

市長 88,199 

査定区分 B

局/部/課 経済局/商工観光部/労働政策課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 5款 労働費/1項 労働諸費/1目 労働諸費 要求 95,925 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

事務事業名 国際交流事業 予算額 90,997 

局/部/課 経済局/商工観光部/観光国際課 〔要求と査定経過〕

前年度予算額 85,594 

款/項/目 2款 総務費/1項 総務管理費/2目 国際交流費 要求 91,142 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 90,997 

　日本語教室などを開催し、外国人市民が暮らしやすいまちづくりを進めると共
に、交流の場を創出し相互理解を促進する、多文化共生・国際交流事業を実施し
ます。
　また、市民の国際的な視野を広げ、国際感覚の醸成を図るため、訪問団の派
遣・受入などにより交流を促進する、海外都市交流事業を実施します。

市長

増減 5,403 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

〔査定区分〕 A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80%以上100%未満　C:査定率60%以上80%未満　D:査定率40%以上60%未満　E:査定率40%未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。
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（一般会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 147

予算書Ｐ. 147

予算書Ｐ. 147

予算書Ｐ. 147

前年度予算額 3,043 

増減 155 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 畜産事業 予算額 3,198 

4,880 

査定区分 A

3,198 

　安全・安心な畜産物の需要に対応するため、防疫・公害防止・団体育成等の取
組を支援し、周辺環境と調和した畜産業の振興を推進します。

市長 3,198 

査定区分 A

局/部/課 経済局/農業政策部/農業政策課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/3目 農業振興費 要求 3,198 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 4,945 

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/3目 農業振興費 要求 4,880 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 4,880 

　地域の需要に応じた米づくりと良好な水田環境の保全を図りながら、米の需給
調整を行うとともに、消費者の期待に応える産地確立の取組を支援し、経営所得
安定対策を推進します。

市長

増減 △ 65 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 水田農業経営確立対策事業 予算額 4,880 

局/部/課 経済局/農業政策部/農業政策課 〔要求と査定経過〕

前年度予算額 75,601 

増減 △ 6,424 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 農業経営支援事業 予算額 69,177 

54,995 

査定区分 C

69,224 

　市内の農業振興を図るため、地産地消の推進及び農業の効率的な経営の推進に
より、安全・安心な農産物の生産とその消費の拡大に向けた取組を支援します。

市長 69,224 

査定区分 B

局/部/課 経済局/農業政策部/農業政策課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/3目 農業振興費 要求 76,855 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 49,917 

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/3目 農業振興費 要求 73,121 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 54,995 

　特色ある都市農業を持続・発展させるために、さいたま市都市農業の振興に関
する条例により策定した都市農業基本指針（さいたま市農業振興ビジョン）に基
づき、農業経営の安定、市民・社会ニーズに対応する都市農業施策や担い手の育
成・確保に対する取組を実施します。

市長

増減 5,078 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 農業政策推進事業 予算額 54,995 

局/部/課 経済局/農業政策部/農業政策課 〔要求と査定経過〕

〔査定区分〕 A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80%以上100%未満　C:査定率60%以上80%未満　D:査定率40%以上60%未満　E:査定率40%未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。
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（一般会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 147

予算書Ｐ. 149

予算書Ｐ. 149

予算書Ｐ. 149

前年度予算額 4,332 

増減 24,035 

査定の考え方 実施時期・箇所等事業内容を精査しました。

事務事業名 見沼グリーンセンター施設整備事業 予算額 28,367 

102,084 

査定区分 A

28,367 

　見沼グリーンセンター本館、市民の森、指導農場及び春おか広場に係る施設の
保全管理を行います。

市長 28,367 

査定区分 C

局/部/課 経済局/農業政策部/見沼グリーンセンター 〔要求と査定経過〕

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/5目 農業園芸センター費 要求 44,954 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 103,523 

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/5目 農業園芸センター費 要求 102,084 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 102,084 

　農業振興を目的に、野菜・果樹等の試作栽培・展示、優良種苗の増殖・普及、
土壌診断、援農ボランティアの育成を行うほか、市民の「農」に関する多様な
ニーズに対応するため、市民農園の貸出し、体験教室等を実施します。さらに、
市民の森・見沼グリーンセンターの各施設の維持・貸出しを行います。

市長

増減 △ 1,485 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 見沼グリーンセンター管理運営事業 予算額 102,038 

局/部/課 経済局/農業政策部/見沼グリーンセンター 〔要求と査定経過〕

前年度予算額 54,404 

増減 △ 2,838 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 農業者トレーニングセンター管理運営事業 予算額 51,566 

246,840 

査定区分 B

51,705 

　苗木生産の技術指導や各種農業施設の活用により、地域農業の振興及び農家経
営の安定化を図ります。また、市民の「農」に関する多様なニーズに対応するた
め、農業と市民の交流の場を設け、農コミュニティを推進します。

市長 51,705 

査定区分 B

局/部/課 経済局/農業政策部/農業者トレーニングセンター 〔要求と査定経過〕

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/5目 農業園芸センター費 要求 52,211 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 291,626 

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/4目 農地費 要求 261,418 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 246,840 

　農業振興地域整備計画に基づき、農用地等の保全と有効利用を推進します。ま
た、農用地の高度利用と生産性を高めるため、土地基盤整備や未整備の用排水路
等の整備・補修を行い、地域の農業環境整備を推進します。

市長

増減 △ 44,799 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 農業環境整備事業 予算額 246,827 

局/部/課 経済局/農業政策部/農業環境整備課 〔要求と査定経過〕

〔査定区分〕 A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80%以上100%未満　C:査定率60%以上80%未満　D:査定率40%以上60%未満　E:査定率40%未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。
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（一般会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 149

予算書Ｐ. 149

予算書Ｐ. 149

予算書Ｐ. 149

前年度予算額 0 

増減 皆増 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 森林管理事業 予算額 39,152 

188,295 

査定区分 B

39,152 

　国民一人一人が等しく負担を分かち合って我が国の森林を支えていくことを目
的に創設される森林環境税及び森林環境譲与税を活用し、市内森林（人工林）の
適正管理及び森林の多面的機能等の啓発・周知を行います。

市長 39,152 

査定区分 B

局/部/課 経済局/農業政策部/農業環境整備課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 6款 農林水産業費/2項 林業費/1目 林業振興費 要求 40,760 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 228,658 

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/6目 市場及びと畜場費 要求 235,295 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 195,786 

　食肉中央卸売市場及びと畜場事業特別会計に対して、特別会計の歳入不足を補
うために、一般会計から繰出しを行います。

市長

増減 △ 40,363 

査定の考え方 実施時期・箇所等事業内容を精査しました。

事務事業名 食肉中央卸売市場及びと畜場事業特別会計繰出金 予算額 188,295 

局/部/課 経済局/農業政策部/農業政策課 〔要求と査定経過〕

前年度予算額 1,672 

増減 11,966 

査定の考え方 実施時期・箇所等事業内容を精査しました。

事務事業名 大宮花の丘農林公苑施設整備事業 予算額 13,638 

94,903 

査定区分 A

13,638 

　大宮花の丘農林公苑、緑のふるさとセンター及び花の食品館に係る施設の保全
管理を行います。

市長 13,638 

査定区分 C

局/部/課 経済局/農業政策部/見沼グリーンセンター 〔要求と査定経過〕

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/5目 農業園芸センター費 要求 18,144 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 94,032 

款/項/目 6款 農林水産業費/1項 農業費/5目 農業園芸センター費 要求 94,903 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 94,903 

　都市農業に対する理解を深めるとともに、地域農業の振興及びふるさと環境の
創設を図り、また、四季折々の花々を咲かせ、市民の憩いの場・安らぎの場を提
供するとともに、公苑利用者が安全かつ快適に施設を利用できるよう維持管理を
行います。

市長

増減 871 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 大宮花の丘農林公苑管理運営事業 予算額 94,903 

局/部/課 経済局/農業政策部/見沼グリーンセンター 〔要求と査定経過〕

〔査定区分〕 A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80%以上100%未満　C:査定率60%以上80%未満　D:査定率40%以上60%未満　E:査定率40%未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。
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（一般会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

前年度予算額 12,443,700 

増減 6,682,730 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 中小企業資金融資事業 予算額 19,126,430 

241,210 

査定区分 B

19,126,430 

　市内において事業を営む中小企業者及び創業者に対し、経営の安定及び向上に
必要な資金の融資制度を運用し、中小企業の振興を図ります。

市長 19,126,430 

査定区分 B

局/部/課 経済局/商工観光部/経済政策課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 19,127,748 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 241,944 

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 241,301 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 241,210 

　中小企業の経営基盤強化、販路開拓や創業支援のため、公益財団法人さいたま
市産業創造財団と連携し、相談対応、個別支援、セミナー等による総合的支援を
実施します。

市長

増減 △ 734 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 中小企業支援事業 予算額 241,210 

局/部/課 経済局/商工観光部/経済政策課 〔要求と査定経過〕

前年度予算額 65,000 

増減 0 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 商工会議所補助事業 予算額 65,000 

303,917 

査定区分 C

65,000 

　さいたま商工会議所が行う事業のうち、市内商工業の振興を目的とし、本市の
商工業関連施策の充実に結び付く事業に対し、その経費の一部について補助金を
交付します。

市長 65,000 

査定区分 A

局/部/課 経済局/商工観光部/経済政策課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 65,000 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 64,725 

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/1目 商工総務費 要求 438,641 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 303,917 

　局・部・課、区役所及び関係団体との調整等の各種事務や施策立案に必要な情
報収集及び調査分析を行い、商工施策の円滑な推進を図ります。

市長

増減 238,720 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 商工施策管理事業 予算額 303,445 

局/部/課 経済局/商工観光部/経済政策課 〔要求と査定経過〕

〔査定区分〕 A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80%以上100%未満　C:査定率60%以上80%未満　D:査定率40%以上60%未満　E:査定率40%未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。
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（一般会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

前年度予算額 16,437 

増減 △ 5,181 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 ＣＳＲ活動促進事業 予算額 11,256 

35,209 

査定区分 E

11,256 

　ＣＳＲ(企業の社会的責任)に取り組む市内中小企業等を認証することで、ＣＳ
Ｒ活動の促進を図り、市内中小企業の安定的な存続を支援します。

市長 11,256 

査定区分 B

局/部/課 経済局/商工観光部/経済政策課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 12,466 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 139,563 

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 108,653 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 35,209 

　市内産業の振興、市民文化の向上及び福祉の増進を図るため、産業文化セン
ターの利用者が安全かつ快適に施設を利用できるよう、諸設備等の維持管理を行
います。

市長

増減 △ 104,354 

査定の考え方 実施時期・箇所等事業内容を精査しました。

事務事業名 産業文化センター管理運営事業 予算額 35,209 

局/部/課 経済局/商工観光部/経済政策課 〔要求と査定経過〕

前年度予算額 15,283 

増減 265 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 産業振興会館管理運営事業 予算額 15,548 

4,846 

査定区分 B

15,548 

　地域産業の振興及び中小企業の育成を図るため、産業振興会館の利用者が安全
かつ快適に施設を利用できるよう、諸設備等の維持管理を行います。

市長 15,548 

査定区分 A

局/部/課 経済局/商工観光部/経済政策課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 15,548 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 5,271 

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 5,211 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 4,846 

　消費者の利益保護を図るため、計量法に基づき、特定計量器の定期検査、商品
量目等の立入検査及び適正計量管理事業所等への指導・監督を行います。また、
計量制度の理解を深めるための普及啓発を行います。

市長

増減 △ 425 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 計量事務事業 予算額 4,846 

局/部/課 経済局/商工観光部/経済政策課 〔要求と査定経過〕

〔査定区分〕 A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80%以上100%未満　C:査定率60%以上80%未満　D:査定率40%以上60%未満　E:査定率40%未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。
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（一般会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

前年度予算額 143,759 

増減 7,519 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 新産業育成支援事業 予算額 151,278 

9,531 

査定区分 B

151,278 

　地域に集積する研究開発型ものづくり企業に対し、企業認証支援、国際技術交
流推進、医療ものづくり都市構想推進などにより、競争力強化や海外市場の開
拓、新規事業分野の開拓につながる支援を実施します。

市長 151,278 

査定区分 B

局/部/課 経済局/商工観光部/産業展開推進課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 168,338 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 10,462 

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 11,145 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 9,531 

　さいたま市における研究開発型企業の集積とイノベーションの創出を図るため
市内企業の研究開発と実証実験の取組を支援します。

市長

増減 △ 931 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 イノベーション推進事業 予算額 9,531 

局/部/課 経済局/商工観光部/産業展開推進課 〔要求と査定経過〕

前年度予算額 266,932 

増減 △ 45,386 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 企業誘致等推進事業 予算額 221,546 

161,690 

査定区分 C

221,546 

　「さいたま市企業誘致基本方針」に基づき、本市の優位性を生かした企業誘致
活動を実施し、財政基盤の強化、雇用機会の創出、地域経済の活性化を図りま
す。
　また、市内立地企業の継続と計画的な企業誘致を図るため、官民連携による新
たな産業集積拠点を創出します。

市長 221,546 

査定区分 B

局/部/課 経済局/商工観光部/産業展開推進課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 240,027 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 311,842 

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 216,335 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 189,234 

　新幹線6路線の結節点という拠点性を生かし、東日本地域の地方創生を成し遂
げるため、交流人口の拡大や経済活動促進のための事業を実施します。

市長

増減 △ 150,152 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 広域連携推進事業 予算額 161,690 

局/部/課 経済局/商工観光部/経済政策課 〔要求と査定経過〕

〔査定区分〕 A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80%以上100%未満　C:査定率60%以上80%未満　D:査定率40%以上60%未満　E:査定率40%未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。
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（一般会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

予算書Ｐ. 151

前年度予算額 156,195 

増減 12,162 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 商店街振興事業 予算額 168,357 

29,910 

査定区分 B

168,357 

　商業等振興審議会において、本市における商業等の振興に関する重要な施策を
審議するとともに、商店街等の活性化やにぎわいの創出を図るため、各種補助等
を行います。

市長 168,357 

査定区分 B

局/部/課 経済局/商工観光部/商業振興課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 174,019 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 34,197 

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 30,639 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 29,910 

　市内の商工業の振興のため、伝統産業活性化事業やさいたまスイーツ等プロ
モーション事業を実施するとともに、商工業団体に対し、補助を行います。
　また、大規模小売店舗立地法に基づく大規模小売店舗設置者からの届出に対し
て、審議会における専門的知識をもつ学識経験者の答申を踏まえ、意見・勧告を
行います。

市長

増減 △ 4,287 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 商工業振興事業 予算額 29,910 

局/部/課 経済局/商工観光部/商業振興課 〔要求と査定経過〕

前年度予算額 22,500 

増減 △ 2,111 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 産業交流推進事業 予算額 20,389 

30,860 

査定区分 B

20,389 

　地域産業の活力を高め、広く事業機会の拡大を図るため、オープンイノベー
ションのビジネスマッチングを推進します。

市長 20,389 

査定区分 A

局/部/課 経済局/商工観光部/産業展開推進課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 20,389 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 173,538 

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/2目 商工振興費 要求 31,345 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 30,860 

　イノベーション創出による産業競争力の強化を実現するため、市内企業の産学
連携を推進します。

市長

増減 △ 142,678 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 産学連携推進事業 予算額 30,860 

局/部/課 経済局/商工観光部/産業展開推進課 〔要求と査定経過〕

〔査定区分〕 A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80%以上100%未満　C:査定率60%以上80%未満　D:査定率40%以上60%未満　E:査定率40%未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。
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（一般会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 153

予算書Ｐ. 153

予算書Ｐ. 153

予算書Ｐ. 199款/項/目 11款 災害復旧費/1項 農林水産施設災害復旧費/1目 農林水産施設災害復旧費 要求 3 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 3 

増減 0 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

3 

　災害時における農業施設等の復旧を速やかに行うことにより、農業生産基盤の
維持を図ります。

市長 3 

査定区分 A

事務事業名 災害復旧費（農業環境整備課） 予算額 3 

92,365 

査定区分 C

局/部/課 経済局/農業政策部/農業環境整備課 〔要求と査定経過〕

前年度予算額 59,205 

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/3目 観光費 要求 151,742 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 125,853 

　各種観光団体や東日本連携都市と連携しながら、市内の観光資源等を国内外に
積極的にＰＲすることにより、本市への誘客を促進し、地域経済の活性化を図り
ます。また、開催地域への高い経済効果をもたらすＭＩＣＥの誘致活動を展開し
ます。

市長

増減 33,160 

査定の考え方 実施時期等事業内容を精査しました。

事務事業名 観光推進対策事業 予算額 92,365 

局/部/課 経済局/商工観光部/観光国際課 〔要求と査定経過〕

前年度予算額 108,000 

増減 △ 55,000 

査定の考え方 所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名 さいたま市花火大会事業 予算額 53,000 

375,945 

査定区分 B

53,000 

　市民にふれあいの場を提供するとともに、市民の交流と親睦を目的として花火
大会を開催しているさいたま市花火大会実行委員会に対し、事業運営費の一部に
ついての補助を行います。

市長 53,000 

査定区分 A

局/部/課 経済局/商工観光部/観光国際課 〔要求と査定経過〕

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/3目 観光費 要求 53,000 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長

前年度予算額 368,875 

款/項/目 7款 商工費/1項 商工費/3目 観光費 要求 383,595 

＜事業の目的・内容＞ 財政局長 375,945 

　各種観光団体等に対し、イベント開催経費や、大宮盆栽をはじめとする本市の
地域資源のＰＲ等に要する経費の一部を補助することにより、本市の観光事業の
振興及び観光団体の育成を図ります。

市長

増減 7,070 

査定の考え方 既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

事務事業名 観光団体運営補助事業 予算額 375,945 

局/部/課 経済局/商工観光部/観光国際課 〔要求と査定経過〕

〔査定区分〕 A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80%以上100%未満　C:査定率60%以上80%未満　D:査定率40%以上60%未満　E:査定率40%未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。
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（特別会計） （単位：千円）

予算書Ｐ. 385

会計名 食肉中央卸売市場及びと畜場事業特別会計

△ 39,000 

381,000

増減

前年度予算額

経済局/農業政策部/食肉中央卸売市場・と畜場

＜事業の目的・内容＞

局/部/課

査定の考え方 実施時期・箇所等事業内容を精査しました。

389,000 

349,491 

342,000 

予算額 342,000

〔要求と査定経過〕

要求

財政局長

市長

査定区分 B

　食肉の公正かつ安定的な取引の確保と流通過程の合理化を図り、安全で安心
な食肉を安定的に供給し続けるため、施設整備や流通環境の変化に柔軟に対応
できる市場として、公共的、社会的使命を果たします。

〔査定区分〕 A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80%以上100%未満　C:査定率60%以上80%未満　D:査定率40%以上60%未満　E:査定率40%未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。

-121-


